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用途改修の際の騒音問題発生例
· 例えば、ホテルにおいて宴会場を客室にする、病院において診察室を病室にするなど、建物の一部を静粛性の求められる室へ用途変更するケースでは、必要とされる遮音性能が高まるため、そのままの状態では上階からの足音などが騒音問題へと繋がることがあります。

· このような騒音は、上階の振動が下階の天井や壁などの仕上げ材に伝わり、仕上げ材がスピーカーのような役割を果たし、音を放射することで発生します。

従来技術の課題
· 騒音対策の方法としては、上階での床対策、または静粛性の求められる室へ用途変更された下階室での天上対策があげられます。
· 上階での床対策では、スプーンなどを落としたときに発生する「軽量床衝撃音」に対しては、カーペットを敷くなどの方法で対処できます。しかし、人が飛び跳ねたり時としては歩くことで発生する「重量床衝撃音」の問題に対しては、上階の床上に防振材とコンクリート床からなる浮床を造ったりするなど大がかりな方法しかなく、コストがかさむほか、工期が長期間となる等、用途変更などの改修工事への適用は現実的ではありませんでした。
· また下階での天井対策として、下階側で天井裏全体に吸音材を敷き詰めるなどの簡易な対策では、重量床衝撃音に対して大きな低減効果を得ることができませんでした。

· 効果が期待できる従来の別の対策として、下階の防音天井がありますが、天井の吊り材に防振ゴムを挟み防音材を積層するために下地も含め天井全体を解体する大がかりな工事が必要でした。
